
 
 
 

学
会
誌
『
東
洋
陶
磁
』
執
筆
要
項

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 [

使
用
言
語] 

 

和
文
に
限
る
。 

[

文
字
数] 

 
 

註
と
も
で
四
〇
、
〇
〇
〇
字
以
内
（
投
稿
規
定
に
準
じ
る
） 

[

写
真
・
図
版] 

合
わ
せ
て
二
〇
枚
以
内
と
す
る
。
複
数
の
画
像
を
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
の
図
と
す
る
場
合
は
、
判
形
に
収
ま

る
サ
イ
ズ
で
作
成
し
、
見
や
す
さ
に
配
慮
す
る
こ
と
。 

デ
ジ
タ
ル
画
像
〔
解
像
度360dpi

程
度
〕
が
望
ま
し
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

投
稿
時
は
軽
い
画
像
（200kb

以
内
）
を
、
本
文
中
あ
る
い
は
文
末
の
図
版
頁
に
貼
り
付
け
、
図
版
番
号
や

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
の
必
要
な
文
字
情
報
を
付
け
て
提
出
す
る
こ
と
。
採
択
後
に
印
刷
用
の
画
像
を
改
め
て

提
出
す
る
こ
と
。 

[

表
］ 

 
 
 
 

掲
載
す
る
際
に
原
稿
文
字
数
、
写
真
・
図
版
の
枚
数
の
制
限
を
超
え
な
い
頁
数
に
収
め
る
こ
と
。 

[

英
文
レ
ジ
ュ
メ] 

研
究
論
文
お
よ
び
二
、
〇
〇
〇
字
以
上
の
調
査
報
告
は
、
八
〇
〇
語(800 words

）
以
内
の
英
文
レ
ジ
ュ

メ
ま
た
は
一
、
〇
〇
〇
字
以
内
の
邦
文
要
約
と
キ
ー
ワ
ー
ド
（
三
～
五
語
程
度
）
を
付
す
こ
と
（
投
稿
規
定

に
準
じ
る
）。 

但
し
固
有
名
詞
〈
地
名
・
人
名
・
文
献
名
等
〉
に
は
ル
ビ
を
付
す
こ
と
）。 

[

校 

正] 
 
 

著
者
校
正
は
二
回
（
初
校
は
五
泊
六
日
、
再
校
は
二
泊
三
日
以
内
。
原
則
と
し
て
査
読
終
了
後
、
校
正
時
に

お
け
る
内
容
の
変
更
・
増
減
は
認
め
な
い
）。 

[

キ
ー
ワ
ー
ド] 

和
文
・
英
文
と
も
に
キ
ー
ワ
ー
ド
を
三
～
五
語
程
度
付
す
。 

[

判 

形] 
 
 

Ａ
４
正
寸
（
縦
）、
原
則
縦
組
（
三
六
字×

二
七
行×

二
段
。
版
面
二
四
七
ミ
リ×

一
六
〇
ミ
リ
）
と
す
る
。 

[

原 

稿] 
 
 

デ
ジ
タ
ル
入
稿
（
テ
キ
ス
ト
・
ワ
ー
ド
）
が
望
ま
し
い
（
手
書
原
稿
も
可
）。
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
は
Ｃ
Ｄ
・ 

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
ま
た
は
メ
ー
ル
送
信
で
も
良
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[

形 

式] 
 
 

原
則
と
し
て
縦
書
と
す
る
。 

[

文 

体] 
 
 

「
で
あ
る
」
体
（
文
末
の
謝
辞
等
は
例
外
）。 

[

文 

字] 
 
 

原
則
と
し
て
常
用
漢
字
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

＊
固
有
名
詞
・
慣
用
語
・
引
用
文
・
翻
訳
等
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

 
 
 
 
 
 

＊
正
体
字
・
異
体
字
の
問
題
は
学
会
側
で
は
強
い
て
統
一
せ
ず
、
執
筆
者
の
判
断
に
よ
る
。 

[

仮
名
遣
い] 

 

現
代
仮
名
遣
い
と
す
る
。 

[

目
次
と
章
節
の
表
記] 

各
論
文
の
冒
頭
に
目
次
を
載
せ
る
。
章
節
の
表
記
は
〈
例
〉
に
従
う
。 

〈
例
〉 

 
 
 

〔
目 

次
〕 

 
 
 
 

は
じ
め
に 

 
 
 
 

一 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 
 
 
 

二 

□
□
□
□
□
□
□ 

 
 
 
 
 

㈠ 

○
○
○
○
○
○
○
○
○ 

 
 
 
 
 

㈡ 

○
○
○
○
○
○ 

 
 
 
 

三 

□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

[

キ
ー
ワ
ー
ド
の
表
記] 

目
次
と
本
文
の
間
に
載
せ
る
。 

[

数
字
の
表
記] 

縦
書
の
場
合
、
原
則
と
し
て
十
で
は
な
く
〇
を
使
っ
た
漢
数
字
を
使
用
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

〈
例
〉 

窯
跡
六
三
一
基 

 

破
片
一
、
〇
二
七
点 

 

一
二
頁 

＊ 

右
の
例
外
と
し
て
十
を
使
っ
た
漢
数
字
を
使
用
す
る
場
合 



 
 
 
 
 
 

〈
例
〉 

月
日 

 

十
二
月
三
十
一
日 

 
 
 

年
号 

 

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
） 

 
 
 

世
紀 

 

十
六
世
紀 

 
 
 

世
代 

 

太
宗
十
六
世 

＊ 
慣
用
語
は
適
宜
漢
数
字 

 
 
 
 
 
 
 

〈
例
〉 
百
人
一
首 

 

五
百
数
十
年 

 [

単
位
の
表
記] 

 

文
章
中
で
は
キ
ロ
、
メ
ー
ト
ル
、
セ
ン
チ
、
ミ
リ
、
グ
ラ
ム
、
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 
 
 
 
 
 

〈
例
〉 

縦
四
〇
・
三
セ
ン
チ
、
幅
二
六
一
・
七
セ
ン
チ 

 

八
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト 

＊
資
料
等
で
は
㎞ 

㎝ 
㎜ 

ｇ 

㎡ 

 
 
 
 
 
 
 

〈
例
〉 

縦
四
〇
・
三
㎝
、
幅
二
六
一
・
七
㎝ 

 

八
二
・
九
％ 

[

引 

用] 
 
 
 

書
名
は
『 

』、
引
用
文
は｢ 

｣
で
示
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

論
文
の
場
合
は
、
所
収
の
書
名
や
雑
誌
名
を
『 

』、
論
文
名
を｢ 

｣

で
示
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

長
文
の
引
用
は｢ 

｣

を
付
け
ず
、
改
行
し
て
本
文
よ
り
二
字
下
げ
に
頭
を
揃
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

引
用
論
文
の
執
筆
者
に
は｢

先
生
、
氏
、
博
士｣
な
ど
の
尊
称
は
付
け
な
い
。 

[

文
献
の
表
記] 

 

和
文 

 

編
著
者
名｢

論
文
名｣

『
書
名
』
巻
号
数 
図 

発
行
所 

発
行
年 

頁 

 
 
 
 
 
 
 

〈
例
〉 

三
上
次
男｢

九
谷
古
窯
の
成
立
と
そ
の
性
格｣

『
世
界
陶
磁
全
集
』
九 

小
学
館 

一
九
八
三
年 

一
一
五
～
一
二
五
頁 

 
 
 
 
 
 
 
 

欧
文 

 

編
著
者
名,

”
論
文
名
”,

書
名(

イ
タ
リ
ッ
ク),

巻
号
数,
図,

発
行
所,

発
行
地,

発
行
年,

頁 

[

註
の
表
記] 

 
 

註
番
号
は
本
文
行
間
も
し
く
は
註
該
当
箇
所
の
文
中
に
縦
括
弧
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
示
す
。 

〈
例
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
８
） 

○
○
は
制
作
年
代
を
十
六
世
紀
後
半
と
し
て
い
る
。 

○
○
は
制
作
年
代
を
十
六
世
紀
後
半
と
し
て
い
る
（
８
）。 

 
 
 
 
 
 
 
 

註
は
論
文
末
に
ま
と
め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

著
者
が
同
じ
で
も｢

同｣

は
使
わ
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

同
一
本
や
同
一
論
文
を
再
掲
出
す
る
場
合
は
、｢

前
掲
註
＊｣

で
省
略
す
る
。 

[

図
表
の
表
記] 

 

各
図
版
・
写
真
・
挿
図
に
通
し
番
号
（
図
＊
）、
各
表
に
通
し
番
号
（
表
＊
）
を
つ
け
、
各
々
に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
・
出
典
等
を
記
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

本
文
中
に
も
図
番
号
・
表
番
号
を( 

)

で
示
す
。 

 
 

〈
例
〉(

図
１) 

(

表
２) 

 
 
 
 
 
 
 
 

図
版
の
掲
載
や
利
用
で
所
蔵
者
や
著
作
権
者
等
の
許
可
が
必
要
な
場
合
は
、
執
筆
者
が
責
任
を
も
つ
。 

[

執
筆
者
の
匿
名] 

論
文
投
稿
時
に
は
、
本
文
冒
頭
な
ど
に
投
稿
論
文
の
執
筆
者
名
を
載
せ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
執
筆
者
自
身 

の
業
績
を
本
文
や
註
で
引
用
す
る
場
合
、「
拙
稿
」
や
「
筆
者
は
」
な
ど
、
投
稿
論
文
の
執
筆
者
名
を
特

定
で
き
る
文
言
を
記
さ
ず
、
執
筆
者
の
姓
名
で
記
す
こ
と
。 

な
お
、
査
読
を
経
て
掲
載
が
決
ま
っ
た
後
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
「
拙
稿
」
や
「
筆
者
は
」
な
ど
に
修
正

し
た
も
の
を
、
掲
載
用
に
再
度
提
出
す
る
こ
と
。 

 

＊
原
稿
の
控
を
お
手
許
に
お
取
り
置
き
下
さ
い
。 

＊
英
文
レ
ジ
ュ
メ
に
は
日
本
語
の
要
約
も
お
付
け
下
さ
い
（
タ
イ
ト
ル
・
執
筆
者
名
も
英
文
で
表
記
）。 

 

英
文
レ
ジ
ュ
メ
用
邦
文
原
稿
の
固
有
名
詞
〈
地
名
、
人
名
、
窯
・
遺
跡
名
、
文
献
名
等
〉
に
は
必
ず
英
文
表
記
を
付
す
こ
と
。 



＊
横
組
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

（
二
〇
二
五
年
十
一
月
十
六
日
改
訂
） 


